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て不変であることを表わ している｡ この様 な状態で､例えばqijの期待値を取ると､結果は任意の
一般座標変換で不 変 な 値 と な ら ね ば な ら な い ｡ と こ ろ が ､ 古 典 的 な q i3･は時間の変換まで許すと適
当な一 般 座 標 変 換 に よ っ て 任 意 の 値 を 取 る よ う に で き る . し た が っ て ､ q i)･ の 期 待 値 は無限大(か
ゼ ロ ) と な ら ざ る を 得 な い ｡
こ の よ う に ､ D ira c 形 の 正 準 理 論 を 形 式 的 に 量 子 化 し て 得 ら れ る 理 論 は ､ 意 味 の あ る 状 態 空 間
の 構 成 が で き な い 理 論 と な っ て い る ｡ こ の 困 難 は ､ 出 発 点 で ゲ ー ジ を 固 定 す る タ イ プ の 理 論 で も ､
異 な っ た ゲ ー ジ 条 件 の も と で 得 ら れ る 量 子 論 が 同 等 と な る 理 論 ( B R S 不 変 な 理 論 等 )で は ､ 同 様
の 拘 束 条 件 が 現 わ れ る の で 避 け ら れ な い と 思 わ れ る ｡





















































































































































































































































































































































































































































･蒜apv(W <Dpv,)apvpl-ilG" apv(Wp')].･-, (6･16b)
ここで〃-α,申､<0>-n ploである.また､Fp､G〝､ DJ,〝､DpvAは次式で与えら
れる:
Ft･L=(
a/.:
β 〝〝 :
Df,V入:
Fa-<Ga>,
F4p-< G4,>,
Gα-2(-Keα+3e3α-V)+e-3αaa(e3aHQ),
G卒 -e3αvl+84･HQ'
D｡α-喜e-3α∂α(e3αG｡),
Da4-ia*Ga,
D的 -喜aeG申,
D｡αα-喜e-3α∂｡(e3αDαα),
D｡α申 -喜∂4?Dαα,
D｡車重-吉∂oDα4･,
D40申 -喜∂申D的 ･
(6･17可
(6･17b)
(6.17C)
(6.17d)
これらの方程式の内最初のものは､右辺の運動量に関する高階微分が無視できるとき､変数
(X,P)に対するウイグナー関数が位相空間における古典軌道
XJLニ pーFJ,
Pp--Fp)
(6.18)
にそって保存されること､従って､前節で述べた古典性条件を満たしていることを表わしている｡
さらに､第2の方程式は､同じ仮定のもとで､統計演算子〆が位相空間上の古典軌道にそってシュ
レディンガー方程式
i)I-lHQ,P'] (6.19)
を満たすことを示している｡最後に､重力の量子論に特有の方程式である第2群の方程式は､同じ
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近似のもとで準古典的なhamiltonianconstraintを与える:
-PPPp+2u(X)+2< Hd>-0･ (6.20)
このように､decompositioninteTpretationのもとでは､コヒー レント表示とウイグナー
関数を武器として､宇宙の状態ベクトルから意味のある情報を取り出すことが可能である.このア
プローチに従ってさらに現実的な系を研究することは今後の課題である｡
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